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但”
焼
津
市
・
松
永
睦
子
が
三
歳
の
時
か
ら
耳
が
閏
二

一一一
（
主
婦
昭
歳
）
え
な
く
な
っ
た
対
と
い
う
こ

館く
こ
こ
は
京
都
。
昨
年
七
月
、
と
だ
け
は
銃
め
た
。
彼
女
は

夫
と
訪
れ
た
祇
園
祭
で
、
歩
ろ
う
者
だ
っ
た
の
だ
。
八
十

農
れ
て
立
ち
寄
っ
た
大
丸
巌
前
後
の
す
て
き
な
一
婦
人

デ
パ
ー
ト
の
喫
茶
室
。
｝
て
の
が
お
一
人
で
お
見
え
な
の
か

人
は
私
の
方
を
見
て
、
に
っ
と
、
軽
い
気
持
ち
で
壼
左
か

｛
」
Ｕ
笑
い
、
右
手
で
一
一
一
本
措
け
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ

を
出
し
て
両
手
で
耳
を
指
た
。

午已~･

心0笥瓜「.-

》》一隅｛ ￣

忌中の

議

霧

「
早
春
に
羽
ば
た
く
」

Ⅱ
静
岡
市
白
川
Ⅱ

高
岡
昭
之
（
静
岡
市
）

瞳
譽

由
比
町
。
久
保
田
隣
夫
言
っ
た
と
、
御
手
洗
会
長
は

（
無
幟
師
歳
）
述
べ
た
と
聞
く
が
、
当
然
で

福
田
康
夫
首
相
は
躍
近
、
あ
ろ
う
。

日
本
経
団
連
の
御
手
洗
爾
土

だ
い
ぶ
前
か

夫
会
長
に
、
春
闘
の
労
使
交
で
い
ら
「
地
方
は
寂

渉
で
経
営
側
に
賃
上
げ
へ
一
力
わ
れ
て
い
る
」
と

層
の
努
力
を
霧
調
し
た
と
い
協
ぎ
言
わ
れ
て
い
た

う
』
か
っ
て
は
町
村
な
ど
へ
げ
に
が
、
「
中
央
だ

－
億
円
を
与
え
た
総
理
も
い
上
に
っ
て
も
」
と
言

た
よ
う
だ
が
、
今
回
は
総
理
賃
町
い
た
い
と
こ
ろ

》

ニイクー」


